
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和
れいわ

７年度
ねんど

 ２月
がつ

 

御船町
みふねまち

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センター 

立
り っ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

に当
あ

たる節
せつ

分
ぶん

には、古
ふる

くから、豆
まめ

まきをしたりヒイラギイワシ

（ヤイカガシ）を玄
げん

関
かん

に飾
かざ

ったりして、病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす“鬼
おに

（邪
じゃ

気
き

）”を

追
お

い払
はら

い、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。最
さい

近
きん

では、「恵
え

方
ほう

巻
ま

き」が店
てん

頭
とう

をにぎわすようになりましたが、もともと全
ぜん

国
こく

的
てき

な風
ふう

習
しゅう

ではな

く、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大
おお

阪
さか

の商
しょう

人
にん

が商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

祈
き

願
がん

のために行
おこな

っていた風
ふう

習
しゅう

が始
はじ

まりとされています。（※諸説
しょせつ

あります） 

大
だ い

豆
ず

をいったもの。豆
ま め

まきに使
つ か

うほか、自
じ

分
ぶ ん

の年
ね ん

齢
れ い

の数
か ず

、または

年
ね ん

齢
れ い

の数
か ず

＋１個
こ

食
た

べて、１年
ね ん

の幸
こ う

福
ふ く

を願
ねが

います。大
だ い

豆
ず

の代
か

わりに落
ら っ

花
か

生
せ い

を使
つ か

う地
ち

域
い き

もあります。 

よくかんで 

食
た

べよう！ 

●たんぱく質
しつ

が豊富
ほ う ふ

 

大豆
だいず

は、畑
はたけ

の肉
にく

と呼
よ

ばれるほどの植物性
しょくぶつせい

たんぱく質
しつ

を含みます
ふく

。私たちの筋肉
きんにく

や

血液
けつえき

をつくる材料
ざいりょう

になります。肉
にく

ばかりでたんぱく質
しつ

をとると脂肪
し ぼ う

のとりすぎにつな

がるので、上手
じょうず

に組
く

み合
あ

わせて食
た

べたいですね。 

●食物
しょくもつ

繊維
せんい

でおなかすっきり 

腸内
ちょうない

環境
かんきょう

を整え
ととの

、便通
べんつう

をよくする働き
はたら

があります。体
からだ

の免疫
めんえき

の多く
おお

は腸
ちょう

にあるとさ

れているため、腸
ちょう

を元気
げ ん き

にすることは病気
びょうき

の予防
よ ぼ う

につながります。 

●ビタミン・無機質
む き し つ

もバランスよく 

糖質
とうしつ

や脂質
し し つ

からエネルギーを作
つく

るときに必要
ひつよう

なビタミンB
びー

類
るい

、骨
ほね

や歯
は

のもととなる

カルシウムやマグネシウムなどが多
おお

く、体
からだ

を整
ととの

える働
はたら

きをします。 

大豆
だ い ず

を漢字
か ん じ

で書く
か

と「大
だい

と豆
まめ

」と書
か

きますね。これは、大豆
だ い ず

が大
おお

きな豆
まめ

だからではなく、

大切
たいせつ

な豆
まめ

、偉大
い だ い

な豆
まめ

という意味
い み

からきている説
せつ

があります。 

若
わか

どりして野菜
やさい

のように食べられる
た

枝豆
えだまめ

、それを完熟
かんじゅく

させると大豆
だいず

となり長
なが

く保存
ほぞん

する

こともできます。さらに、日本
にほん

では、大豆
だいず

からさまざまな食品
しょくひん

が生
う

み出
だ

されました。 

下
した

の図
ず

にある大豆
だ い ず

製品
せいひん

は、古く
ふる

から日本
にほん

の食事
しょくじ

を支
ささ

えてきた食品
しょくひん

で、今
いま

でも日本人
にほんじん

の食生活
しょくせいかつ

には欠く
か

ことのできないものが多い
おお

ですね。特
とく

に、「みそ」や「しょうゆ」など、

日本食
にほんしょく

の味付け
あじつ

になくてはならないものです。 

大豆
だいず

は、左
ひだり

下
した

に書いて
か

いるように、栄養
えいよう

豊富
ほうふ

な食品
しょくひん

です。 

加工
かこう

した食品
しょくひん

にもその栄養
えいよう

が含まれて
ふく

います。「納豆
なっとう

」などは、納豆
なっとう

菌
きん

の力
ちから

でさらに

栄養
えいよう

が増え
ふ

、体
からだ

によい働き
はたら

をしてくれるものもあります。 

ふだんの食事
しょくじ

にも、とり入
い

れていきたいですね。 

今月
こんげつ

の給食
きゅうしょく

は、

この絵
え

の中
なか

の

大豆
だ い ず

製品
せいひん

を使
つか

っ

ています。 

探
さが

してみてね！ 

豆
まめ

は体
からだ

にいい栄養
えいよう

がいっぱい

入って
はい

いて、元気
げんき

にしてくれる

食べもの
た

だよ！豆
まめ

を育てる
そだ

と、

地球
ちきゅう

にもやさしいんだ。水
みず

や肥料
ひ り ょ う

をあまり使わなくて
つか

も育つ
そだ

から、

環境
かんきょう

を守る
まも

ことにつながるよ。 

世界
せかい

の人
ひと

たちが安心
あんしん

して

食べられる
た

ものを増やす
ふ

た

めにも、豆
まめ

はとても大切
たいせつ

！ 

だから、国連
こくれん

で、2018年
ねん

に

「豆
まめ

の日
ひ

」をつくったんだよ。 

大豆
だ い ず

の栄養
えいよう

 


